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地質現象の研究部門としての立場がいよいよ明瞭にな

っている.

防災科学の立場であっても環境科学の立場であって

も地質調査所のr応用地質｣事業の根幹はPhysical

Geo1ogyであって社会との対応にPhysica1Geology

カミ抜けてしまっては他の赤川科学分野や工学の分野と

の区別は狂くその立場を失ってしまうであろう.

地史学地質構造発達吏の研究の進歩も著しく土地

の成り立ちの歴史も次々と書き替えられている.その

上に立たねば放らないPhysicalGeo1ogyではあるが

現象の正確･忠実な描写と観測

改良された高精度の物理的･化学的測定

模型実験

数値又はアナログシミュレｰション

等の方法を駆使するPhysica1Geo1ogyの研究分野は

社会の要請に常に対応出来る状態を維持しつつ基礎を

充実しなけれぱならたいと筆者は考えている.

今後の課題としては次のことが考えられる.

の生産量の範囲内で利用すること

これらの課題は短期的には地質工学資源工学の分野

かも知れないが地質学的な時間にわたる将来のことを

考慮しなければ放ら狂いからPhysica1Geo1ogyに負う

所が大きい.防災科学の面では

○地震あるいは火山噴火の予知に同じ地下深部の営

力にもとづく現象である温泉現象を利用する.

○地震型山くずれも過去の地震活動のr化石｣であ

ることから地震の履歴解析に利用する.

も1つの例である.これらの研究は

○きわめて長周期又は低い確率で発生する破壊的地殻

活動の予知と防災対策

として抽象的ではあるカミ総括されよう.具体的には

○耐用年数が長くて精度が要求される長大な連続構築

物に対する基礎地盤強度の持続性

○地下に大きな構築物を設けて長期間利用する場合の

耐用年数など

○化石資源に代って現在も生産されている資源をそ

内陸型･直下型地震の予知

噴火予知と災害の防止

エネルギｰの地下貯蔵

放射性廃棄物の処理

鉱山排水の再資源化

様々な項目があると思う.�


